
国

一語

(
近

代)

史

「
近
代」
を
根
携
し
て
い
て
'も 、
研
究
の
方
法
や
内
容
が
ま
っ
た
く

途
っ
て

い
る 。
幕
末
か
ら
明
治
に
主
る「
近
代
日
本
語
の
研
究」(
国
語
と
国
文
学 、
必・

4
特
輯)
は 、
初
訳
語
や
文
表
引
を
取
り
扱
っ
た
論
文
が
目
立
つ 。
杉
本
っ
と

む
氏
『
近
代
日
本
語』
(
紀
伊
国
屋
新
書 、
必
・
2)
は 、
中
世
以
降
で 、
「
歴

史
的
所
産
と
し
て
の
言
語」
と
い
う
一副
題
が
示
す
よ
う
に 、
一
言
語
社
会
史
あ
る

い
は
言
語
文
化
史
的
色
彩
が
濃
い 。
同
じ

著
者
K
よ
る
大
著
『
近
代
日
本
語
の

新
研
究』
(
桜
楓
社 、
u
・
9)
は 、
江
戸
時
代
に
お
け
る
蘭
語
研
究
が
中
核

を
な
し
て
い
る 。
尾
崎
知
光
氏
『
近
代
文
章
の
梨
明』
(
桜
楓
社 、
必
・
5)

は 、
二
葉
亭
の
浮
居去
に
つ
い
て
で 、
乙
れ
は
明
治
で
あ
る 。
国
謡
史
家
で
は
な

い
が 、
谷
山
行
夫
氏
「
近
代
用
語
の
系
統」
(
言
語
生
活
連
載)
は 、

訳
語
の

源
流
を
中
世
末
に
ま
で
求
め
て
い
る 。
実
際 、
展
望
を
執
筆
す
る
段
に
な
っ
て

ど
こ
ま
で
を
近
代
に
入
れ
た
ら
よ
い
か
迷
う
よ-
つ
な
も
の
が
多
く
で
て
き
て 、

結
局
い
つ
も
な
が
ら
の
総
花
式
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る 。
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邦

道

島

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
か
ら
始
め
る 。
海
彼
で
は 、
八
十
数
歳
の
高
齢
を
もっ
て

「
臼
も
な
お
研
究
を
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
シ
ュ
i

ル
ハ
ン
マ
ー

師
の『
著
作
集』

0・
ω口
Y
E
円
Z
ヨ
ヨ
句会

0
2
白
ヨ
ヨ
巾-
5

2
E-
2・

全
五
冊
(
一

九
六
二
1
六
五、

ロ
!

?
刊)
が
完
結
し
た 。
師
は 、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
シ
ャ
ヴ
ィ
エ
ル
研
究

の
世
界
最
高
を
ゆ
く

学
者
で 、
そ
の
余
勢
で
東
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
諸
問
題
を

研
究
し 、
有
名
な
「
ロ
ド
リ

ゲ
ス
伝」
な
ど
もA泊
ま
れ
て
い
る 。
「
十
六 、
七
世

紀
に
お
け
る
日
本
耶
蘇
会
の
教
会
言
諮
問
題」
が
収
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は 、

期
待
し
て
い
た
だ
け
に 、
非
常
K
残
念
だ
っ
た 。
〈
R
E
に
書
評
が一
間
あ
て

ら
れ 、
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
の
世
界
の
名
著
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る 。
土
井
忠

生
氏
の
『
ロ
ド
リ

ゲ
ス
日
本
大
文
典』
に
つ
い
て 、]
自問」
岳町一四四円
吋
2
2rロコぬ

と
し
て 、
く
わ
し
い
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が 、
土
井
氏
乙
そ
ま
さ
に
日
本
を
代

表
す
る
世
界
的
な
閑
語
学
者
な
の
で
あ
る 。
ち
な
み
に
『
大
文
典』
の
三
訂
版

(
必
-

U)
に
は 、
私
事
に
わ
た
る
が 、
私
の
出
品(
研
究
の
成
果
も
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る 。
ロ
ド
リ

ゲ
ス
の
『
日
本
教
会
史

上』
(
岩
波
主
庖-
G
-

m)

に
つ
い
て
は
他
日
く
わ
し
く

紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
る 。

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
の
論
文
は
相
変
ら
ず
多
い
が 、
私
の
印
象
に
残
る
論
文
は

少
な
わ 。
柴
田
武
氏
「『
日
葡
辞
書』
の
九
州
方
言」
(
本
邦
辞
書
史
論
叢 、
刊悩



国語史(近代〉

2)
は 、
シ
モ
と
い
う
注
記
が
な
く

て
も
九
州
方
言
が
あ
る
ζ
と
を
立
証
し
た

も
の
で 、
今
ま
で
の
よ
う
に
口
約
辞
書
に
追
随
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い 。
疑

問
も
あ
る 。
ニ
ン
ヂ
ャ
ク
は
「
柔
弱」
で
は
な
く
「
任
著」
と
す
べ
き
で 、
文

証
も
あ
り 、
九
州
方
言
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
の
で
あ
る 。
し
か
し 、
斬
新
な
言

語
学
的
方
法
に
は
多
く
の
学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る 。
亀
井
孝
「
コ
リ
ア
ド

の
辞

書
に
方
言
あ
り
や」
(
国
語
学 、
必
・
6)
は 、

外
国
語
を
手
が
か
り
に
日
本

語
の
俗
語
形
を
探
し
だ
し
た
も
の
で
あ
る 。
ζ
の
論
文
に
は 、
大
塚
光
信
氏
に

よ
る
「
コ
ワ
ャ
l
ド

羅
西
日
辞
典」
(
臨
川
書
居 、
4
・

U)
の
書
評
の
気
持

も
含
ま
れ
τ
い
る 。
索
引
に
は 、
「
袋」
の
P
2
8
と
「
泉」
の
P
2
3
が

同一
項
目
に
収
め
ら
れ
て
あ
る
が 、
亀
井
氏
か
ら
口
頭
で
「
乙
う
い
う
誤
り
は

亀
井
が
や
っ
て
も
福
島
が
や
っ
て
も
犯
す
も
の
だ」
と
言
わ
れ
た
が 、
私
は
気

づ
か
な
か
っ
た 。
外
国
語
に
通
じ
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
語
学
者
の
通
行
す
る
現
状

に
対
し
て 、
頂
門
の一
針
と
受
け
と
る
べ
き
論
文
で
あ
る 。
な
お 、
コ
リ
ヤ
ー

ド
の
三
部
作
は 、
日
本
の
グ
リ
ム 、
大
塚
兄
弟
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ 、
HUHO
官・

∞
g
e
HM
5
8
K
容
易
に
接
し
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る 。

キ
リ
シ
タ
ン
の
辞
書
で
は 、
ほ
か
に 、
「
ラ
ホ
日
辞
書
の
日
本一詰」
が
金
沢

大
学
か
ら
出
は
じ
め 、

相
坂一
成
氏
「
翻
字
覚
え
番
付
lFフ

ホ
固
辞
典の
日
本語
|」

(
金
沢
大
国
語
国
文
学 、
必
-
3)
が
あ
る 。
日
出川
辞
書
に
は 、
森
田
武
氏「
日

商
辞
書
の
成
立
に
関
す
る一
考
察」
(
本
邦
辞
書
史
論
叢) 、
今
泉
忠
義
氏
「
日

補
辞
書
お
ぼ
え
が
き 、
そ
の
二 、
そ
の
三 、
そ
の
四」
(
国
語
研
究
心
・
5、

必
・
1 、

ロ)
が
あ
る 。

サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
に
は 、
林
田
明
氏
「
写
本
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業』」

(
国
語
国
文
学
試
論 、
二ニ)
が
あ
り 、
平
家
物
語
に
は 、
風
間
力
三
氏
「
天
草

版
平
家
物
語
に
見
え
る
異
例
の
語
形」
(
甲
南
大
文
学
会
論
集 、
u
・
2) 、
安

達
隆一
氏
「
天
草
版
平
家
物
語
の
口
訳
態
度
に
つ
い
て

l|
特
に
感
動
詞
を
通

し
て
み
た

ll」
(
国
語
国
文
学
報 、
引
・

は) 、
中
村
雅
子
氏
「
係
り『
乙
そ」

の
呼
応
窓
識

111
天
草
版
ロ
ー

マ
字
本
を
中
心
と
し
て

||」
(
国
文
目
白 、

必
・
2) 、
麻
生
朝
道
氏
「
天
草
木
平
家
物
語
巻
四
の
十
六
か
ら
二
十
ま
で
の

底
本
に
つ
い
て」
(
佐
賀
大
文
学
論
集 、
必
・
8) 、
佐
々
木
峻
氏
「
天
草
版
平

家
物
語
の
尊
敬
表
現
法

l!
被
待
遇
者
の
群
落
と
表
引
法
と
の
対
応
関
係
に
つ

い
て

ll」
(
国
文
学
致 、
MM
・

-) 、
阿
部
節
子
氏
「
天
草
版
平
家
物
語
に
お

け
る
待
遇
表
現」
(
国
文 、
引
・
7)
が
あ
る 。
伊
作
保
物
語
に
は 、

鶴
井
清

美・
中
川
美
里
氏
「
天
草
本
伊
関
保
物
語
の
門戸
に
つ
い
て」
(
女
子
大
同
文

必
・
7) 、

柏
谷
嘉
弘
氏
「
天
草
本
伊
白
保
物
語
の
浅草間」
(
山
口
大
研
究
論
銭

円出
・
3)
が
あ
り 、
機
悔
録
に
は 、
中
出
惇
氏
「
コ
リ
ャ
1
ド

機
悔
録
に
お
け

る
助
動
詞
『
ウ』
と
『
ウ
ズ』
に
つ
い
て」
(
愛
知
大
同
文
学 、
必
-

m)
が

あ
り 、
写
本
類
に
は 、
鎌
田
広
夫
氏
「
江
戸
期
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
資
料
の
語

法」
(
国
語
研
究 、
必
・
1)

が
あ
り 、
人
物
に
は 、
林
田
明
氏
「
初
期
吉
利

支
丹
時
代
に
於
け
る
イ
ル
7
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
の
研
究」
(
千
葉
大
研
究
報
告 、

必
・
3 、

必
-
3)

が
あ
り 、
出
版
に
は 、
新
井
ト
シ
氏
「
き
り
し
た
ん
版
の

出
版
と
そ
の
周
辺
(
六)」
(
ビ
ブ
リ
ア 、
HU
-

m)
が
あ
る 。
紙
幅
の
関
係
で

一
々
紹
介
し
な
い
が 、
私
は
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
マ
ニ
ア
な
の
で
い
ろ
い
ろ
と

集
め
て
い
る 。
た
だ 、
『
校
本
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん』
(
福
井
国
語
学
グ
ル
ー

プ 、
4
・
1

1
『
天
草
本
ヘ
イ
ケ
モ
ノ
ガ
タ
リ

検
案』
(
桜
楓
社 、
必
・
5 、

日)
の
よ
う
に
資
料
の
提
供
だ
け
に
終っ
て
い
る
も
の
は 、
も
ひ
と
つ
物
足
り

な
い
の
で
あ
る 。
亀
井一品
孝・
阪
国
雪
子
両
氏
の
『ハ
ビ
ヤ
ン
抄
キ
リ
シ
タ
ン

版
平
家
物
語』
(
吉
川
弘
文
館 、
四一
・

一
O)
は
前
著
を一
新
し
た
学
術
書

で
あ
る 。

シ
ナ
資
料
関
係
は
少
な
い 。
亀
井
孝
氏
「
長
夜
十
限

||
歳
旦
に
ち
な
み
て

||」
(
日
本
歴
史 、
4
・
2)
は
廻
文
歌
で
あ
り 、

田
中
健
夫
氏
に
『
日
本
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容
語
の
研
究』
(
京
大
刊)
の
紹
介
(
日
本
歴
史 、
HU
・
3)
が
あ
り 、
史
学

畑
で
は
こ
う
い
う
資
料
に
敏
感
で
あ
る 。
ほ
か
に 、
福
島
「
口
本一
鑑
所
引
の

古
辞
書」
(
本
邦
辞
書
史
論
議)
が
あ
る 。

抄
物
は
稀
観
に
属
す
る
の
で
扱
え
る
人
が
少
な
い 。
ま
ず 、
鈴
木
博
氏
「
四

河
入
海
に
つ
い
て
||

来
福
寺
所
蔵
本
と
両
足
院
所
版
本
と
の
比
較
小
見

||」

(
国
語
国
文 、
4・
5)
が
あ
げ
ら
れ
る 。
抄
物
中
もっ
と
も
治
湖
な
も
の 、
版

本
全
百
附
何
万
行
あ
る
で
あ
ろ
う
か 。
よ
く
そ
の
写
本
を
比
較
し
て
こ
と
ば
の

特
色
を
採っ
た
も
の
で
あ
る
が 、
オ
段
長立日
の
開
合
の
ち
が
い
を
数
ペ
ー

ジ
に

圧
紡
す
る
た
め
の
調
査
の
労
苦
が
紙
背
に
に
じ
み
で
て
い
て 、
深
い
感
銘
を
受

け
る 。
大
塚
光
信
氏
「
抄
物
と
そ
の
助
動
制
三
つ」
(
同
上)
は 、

綿
密
な
調

査
の
紡
巣 、
い
か
に
も
抄
物
ら
し
い
「
シ
7
ウ」
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る 。

土
引
汀一
氏
「
抄
物
の
転
写
本
と
版
本」
(
学
習
院
大
文
学
部
研
究
年
報 、
州出)

は 、
「
ダ」
の
あ
る
四
部
録
抄
を
五
種
八
版
に
分
け
て
と
と
ば
を
さ
ぐ
る
な
ど 、

今
ま
で
考
え
も
さ
れ
な
い
乙
と
だ
っ
た 。
ζ
と
ば
の
相
巡
の
見
分
け
方
に
つ
い

て
は
控
え
目
で
あ
る
が 、
も
う一
歩
進
め
る
と一
学
風
を
形
成
し
れい
よ
う 。
谷

沢
尚一
氏
「
三
休
日什
抄
の
説
心」
(
束
洋
文
化 、
引
・
9)
は 、
来
限
の
系
性

を
明
ら
か
に
し
て
お
り 、
福
島
「
抄
物
語
以
ノ
l
ト」

(
言
語
と
文
芸 、
mM
・

3)
も
あ
る 。
史
記
抄
に
は 、
寿
岳
立
子
氏
「
史
記
抄
の
文
立」
(
国
語
国
文 、

4
・
5)
が
あ
り 、
山人
記
沙
研
究
会
の
「
山人
記
桃
源
抄
刈
柏
木
紀
注
解
付」

(
立
命
館
文
学 、
引
・
3)
は 、
国
語
学
川
文
学
を
専
攻
す
る
者
と
山入
籍
と
し

て
の
山人
記
の
研
究
を士山
す
者
と
の
共
同
研
究
で
あ
る
が 、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
る 。
な
お 、
国
語
学
者
と
史
学
者
と
の
共
同
と
い
え
ば 、
前
年
度
と
り

あ
げ
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
が 、
佐
藤
進一
・

池
内
義
資・
百
瀬
今
朝
雄
三
氏
の

「
中
山
法
制
資
料
集
第
三
巻

武
家
家
法
1」

(
岩
波祝日
応 、
ω
・
8)

が
あ

る 。
山
田
忠
雄
氏
な
ど
に
よ
っ
て
五
0
ペ
ー

ジ
に
わ
た
る
精
細
な
補
注
が
施
さ

れ
て
お
り 、
共
同
研
究
の
実
紡
を
あ
げ
て
い
る 。

狂
言
で
は 、
蜂
谷
市
人
氏
「
天
理
図
書
館
政
『
狂
言
六
義』
に
お
け
る
敬
語

の
考
察

||
動
詞・
助
動
詞
の
窓
味
お
よ
び
用
法
を
中
心
に

lll」
(
共
立

女
子
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
論
集 、
笑
い
に
つ
い
て 、
引
-

m)
が
あ
る 。

手
際
よ
く

敬
設
の
用
法
が
ま
と
め
ら
れ 、
問
題
点
も
抽
出
さ
れ
て
い
る 。
天
理

木
の
語
学
的
紹
介
と
し
て
は
は
じ
め
て
で
あ
る
が 、
特
殊
な
論
集
の
た
め
大
方

の
自
に
ふ
れ
ね
な
い
こ
と
が
枯
し
ま
れ
る 。
蜂
谷
氏
に
は
「『
お
り
ゃ
ら
し
ま

す』
考」
(
国
語
学 、
HU
・
3)
も
あ
る 。
柳
田
征
司
氏
「
大
蔵
流
狂
言
に
見

え
る 、
お
礼
の
乙
と
ば
『
有
難
い』
と
『
添
い』
に
つ
い
て」
(
国
語
学 、
4・

ロ)
は 、
名
著
「
毎
日
の
言
築」
を
実
証
し 、

補
正
し
た
も
の
で 、
片
々
た
る

乙
と
ば
だ
が
影
山押
す
る
と
と
ろ
が
大
き
い 。
民
族
に
よ
っ
て
は
「
あ
り
が
た

い」
と
い
う
と
と
ば
の
な
い
も
の
も
あ
る
(
服
部
四
郎
刀
空白
と
そ
の
言
語』

参
照) 。

語
誌
研
究
の
お
も
し
ろ
さ
は
尽
き
る
と
と
ろ
が
な
い 。
佐
竹
昭
広
氏

「
下
組
上
の
文
学」
(
筑
摩
書
一尻 、
必
・
9)
は 、
狂
言
や
御
伽
草
子
な
ど
の
文

学
を
放
っ
た
も
の
だ
が 、
M出
閲
さ
れ
て
い
る
語
誌
考
証
は
私
な
ど
の
到
底
及
ぶ

と
こ
ろ
で
は
な
い 。
佐
竹
氏
の
料
裂
を
味
わ
う
と 、
そ
の
庖
厨
が
か
い
ま
見
た

く
な
る 。
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中
世
文
語
の
研
究
は
ふ
る
わ
な
い 。
山
口
明
穂
氏
「『
巳
然
形

||
や』
の

形
に
つ
い
て

ll
中
世
に
お
け
る一
刑
法
を
め
ぐ
り

l|」
(
愛
知
教
育
大
同

日
同
文
学
報 、
川出
・

ロ)
が
あ
る
に
す
ぎ
ず 、
宗
紙
の
分
誌
の
「
め
や」
「
な

れ
や」
に
つ
い
て
よ
く
し
ら
べ
あ
げ
で
あ
る 。
山
口
氏
に
は
「『
か
ど
と』
に

つ
い
て」
(
国
話
研
究
室 、
引
・

ロ)
も
あ
る 。

中
世
口
認
で
は 、
山
内
洋一
郎
氏
「
否
定
の
『
ば
や』
に
つ
い
て

ll
菟
玖

校
集
の
『
む
め
水
と
て
も
す
く
も
あ
ら
ば
や』
に
得
せ
て

||」
(
述
歌
と
そ

の
川
辺 、
門出
・

ロ)
が
あ
る 。
否
定
の
「
ば
や」
の
存
在
を
確
認
さ
れ
た
も
の



だ
が 、
こ
れ
だ
け
の
用
例
を
拾
い
あ
げ
る
た
め
に
は 、
膨
大
な
文
献
の
読
み
捨

て
が
あ
っ
た
わ
け
で 、
小口問
と
は
い
え 、
大
論
文
に
匹
敵
す
る 。
ほ
か
に 、
小

林
賢
次
氏
「
条
件
表
現
形
式
と
し
て
の
『
な
ら』
『
た
ら』
の
由
来」
(
言
語
と

文
芸 、
u
・
9)
や
長
瀬
宮
子
氏
「
室
町
時
代
の
疑
問
表
現

||
助
詞
を
中
心

と
し
て

||」
(
向
上)
が
あ
る 。

特
殊
な
も
の
で
は 、
金
田一
春
彦
氏
「
邦
楽
の
楽
譜

||
特
に
楽
器・
歌
唱

の
諮
に
つ
い
て

||」
(
フ
ィ

ル
ハ
ー

モ
ニ
ー 、

c
・
9 、
日)
が
あ
る 。
平

曲 、
詔
曲 、
朗
詠 、
声
明
な
ど
を
五
線
諮
入
り
で
説
き 、
旋
律
の
由
来
な
ど
を

明
ら
か
に
し
た 、
例
の
名
人
芸
的
論
文
で 、
「
四
座
諸
式」
に
つ
づ
く
も
の
と

し
て 、
こ
れ
ら
の
大
成
が
期
待
さ
れ
る 。

国語史(近代)

近
位
以
降
の
外
国
資
料
は
豊
富
で 、
朝
鮮 、
ロ
シ
ア 、
オ
ラ
ン
ダ 、
イ
ギ
リ

ス 、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
あ
る 。
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
メ
ッ
カ
が
広
島
な
ら 、
朝

鮮
資
料
の
メ
ッ
カ
は
京
都
で
あ
る 。
浜
田
敦
氏
は
全
朝
鮮
資
料
の
公
刊
を
終
わ

り 、
自
ら
「
指
示
詞

||
朝
鮮
資
料
を
手
が
か
り
に

||」
(
国
諸
国
文 、
必-

5)
お
よ
び
「
副
助
詞
な
ど」
(
問 、
必
・
l)
に
よ
っ

て
資
料
の
続
み
方
の

範
を
示
さ
れ
た 。
こ
れ
ら
の
論
文
は 、
酷
似
す
る
日
幹
両
言
語
を
対
比
し 、
文

法
の
微
妙
な
相
迩
を
と
ら
え
る
と
い
う
対
照
文
法
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
る 。

日
本
語
の
副
助
詞
が
朝
鮮
語
の
補
助
詞
花
対
応
し 、

両
助
詞
に
は
名
詞
的
性
格

の
あ
る
と
と
や
「
ば
か
り」
「
だ
け」
が
朝
鮮
語
の
ヨ白ロ
に
あ
た
る
乙
と
な

ど
助
制
と
は
何
ぞ
や
を
考
え
る
恰
好
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く

れ
る 。
出往
鉱
培

氏
や
李出一京市中
氏
な
ど
の
論
著
を
引
き
あ
い
K
だ
す
あ
た
り
は 、
日
韓
の
碩
学
の

国
際
会
議
の
よ
う
で
あ
る 。
安
田
章
氏
に
は
「
苗
代
川
の
朝
鮮
語
写
本
類
に
つ

い
て

||
朝
鮮
資
料
と
の
関
連
を
中
心
に

ll」(
朝
鮮
学
報 、
4・
4) 、
「
対

訳」
(
国
語
国
文 、
4・
5

1
「
仮
名
資
料
序」
(
論
究
日
本
文
学 、
必
・
1〉

「
類
解
放」
(
立
命
館
文
学 、
必
-
6)
が
あ
る 。
鹿
児
島
県
前
代
川
は
新
村
出

氏
が
伎
年
朝
鮮
資
料
を
探
訪
さ
れ
た
故
地
で 、
そ
と
を
再
訪
し
て
新
資
料
を
得

た
の
で
あ
る 。
対
訳
は
外
国
資
料
の
特
徴
の一
で
あ
る
が 、
朝
鮮
資
料
に
よ
る

対
訳
は 、
よ
ほ
ど
朝
鮮
語
に
熟
達
し
て
い
な
い
と
で
き
な
い
わ
け
で 、
日
仏
辞

書
に
よ
る
対
訳
な
ど
と
は
次
元
が
ち
が
う 。
「
気
の
毒」
は
近
世
認
の
意
味
論

上
興
味
あ
る
乙
と
ば
で
あ
り 、

今
ま
で
は
文
脈
に
よ
っ

て
意
味
を
と
ら
え
て
い

た
の
に
対
し
て 、
朝
鮮
認
の
対
訳
に
よ
っ

て
明
確
に
と
ら
え
得
た
の
で
あ
る 。

類
解
は 、
倭
語
類
解
の
位
置
を
他
の
類
解
と
の
対
比
に
お
い
て
見
出
そ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る 。
ほ
か
に 、
大
友
信一
氏
「
朝
鮮
資
料
に
よ
る
国
語
仮
名
表
記

と
諺
文
音
注
表
記
対
照」
(
国
語
学
研
究 、
但
-

m)
が
あ
る 。

ロ
シ
ア
資
料
で
は 、
吉
町
義
雄
氏
「
露
都
創
刊
欽
定
万
川
容
認
の
日
本
一語

||
二
百
年
前
の
奥
九
方
言

||」(
九
州
大
文
学
部
「
創
立
四
十
周
年
記
念
論

文
集」 、
HU-
-)

が
あ
る 。
乙
の
資
料
に
つ
い
て
は
さ
き
に
村
山
七
郎
氏
『
漂

流
民
の
言
語』
に 、
バ
ラ
ス
編
「
欽
定
全
世
界
言
語
比
較
辞
典」
と
し
て
紹
介

ず
み
の
も
の
で
あ
る
が 、
ζ
の
た
び
は
写
真
複
製
な
の
で
信
恋
性
が
高
い 。
奥

九
方
言
と
は 、
奥
州
方
言
と
九
州
方
言
で
あ
り 、
両
系
統
の
漂
流
民
の
と
と
ば

を
採
録
し
た
か
ら
で
あ
る 。
吉
町
氏
の
研
究
の
方
が
早
か
っ
た
乙
と
は
村
山
氏

も
認
め
ら
れ
た
が 、
村
山
氏
は
第
五
番
目
の
日
掛川
辞
書
の
発
見
と
い
う
大
功
績

を
あ
げ
た 。
パ
ラ
ス
の
辞
典
は
東
西
の
ロ
シ
ア
語
の
大
家
に
よ
っ

て
国
語
史
家

の
利
用
K
た
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る 。

吉
町
氏
は
九
州
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
る
に
あ
た
り 、
「
論
著
目
録」
(
文
学

研
究 、
引・
3)
を
発
表
さ
れ
た
が 、
外
同
資
料
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
紹
介
と
し

て 、
今
後
と
も
斯
道
同
学
の
士
の
よ
き
道
椋
と
な
る
乙
と
で
あ
ろ
う 。
オ
ラ
ン

ダ
関
係
で
は 、
三
沢
光
博
氏
「
ホ
フ
マ
ン
の
日
本
語
敬
語
説
に
就
い
てL
(
日
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本
大
文
理
学
部
研
究
年
報 、
4
・

ロ)
が
あ
る 。
ホ
フ
マ
ン
の
日
本
語
文
典 、

日
開
辞
典 、
日
本
文
法
例
証
か
ら
敬
語
説
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る 。
ホ
フ
マ

ン
の
文
典
の
英
文
本
は
東
洋
文
庫
か
ら
複
製
さ
れ
る
が 、
一二
沢
氏
は
英
文
本
前

文
本
独
文
本
を
く
ら
べ
な
が
ら
訳
し
終
り 、
近
く
訳
本
を
上
梓
す
る
予
定
と
灰

閉
し
て
い
る 。
英
米
関
係
で
は 、
サ
ト
l

の
会
話
篇
は
解
説
な
し
な
の
で
措
く

と
し
て 、
ヘ
ボ
ン
の
和
英
語
林
集
成
の
解
説
は
松
村
明・
飛
田
良
文
両
氏
の
手

に
な
る
も
の
で 、
諸
本
の
踏
査
に
よ
っ
て
溜
蓄
を
傾
け
ら
れ
た
飛
田
氏
は 、

「
東
京
語
の
速
母
音
「
オ・
ウ』
の
成
立

||
和
英
語
林
集
成
を
中
心
と
し
て

||」
(
国
語
と
国
文
学 、
c
・
4)
に
お
い
て 、

他
の
外
国
資
料
や
方
言
を

採
用
し
て 、
ヘ
ボ
ン
の
辞
書
の
深
い
読
み
を
示
し
て
い
る 。

以
上
は
欧
米
人
の
日
本
語
研
究
で
あ
る
が 、
逆
に
日
本
人
が
外
国
語
を
学
ん

だ
も
の
も 、
広
い
意
味
で
の
外
国
資
料
と
言
え
る 。
基
礎
的
な
も
の
に 、
古
賀

十
二
郎
氏
の
近
著
『
長
崎
洋
学
史』
(
長
崎
文
献
社 、
引 、
必)
が
あ
る 。
上

下
二
冊
の
大
冊
で 、
わ
れ
わ
れ
に
は
上
巻
が
関
係
す
る 。
長
崎
関
係
の
研
究
が

困
難
な
問
題
に
逢
着
す
る
と 、
必
ず
古
賀
氏
が
生
き
て
お
ら
れ
た
ら
と
い
う
声

を
聞
く

が 、
古
賀
氏
の
著
に
援
す
る
と 、
当
今
の
学
者
が
小
さ
く

見
え
て
く
る

の
で
あ
る 。
「
京
都
市
立
西
京
商
業
高
等
学
校
所
蔵
洋
学
関
係
資
料
解
題
1」

(
孔
版 、
必
・
3)
は 、
大
刊行子
そ
と
の
け
の
蔵
書
で 、

鈴
木
博
氏
の
解
題
が
光

を
添
え
て
い
る 。

近
世
に
お
い
て
日
本
人
が
積
極
的
に
学
ん
だ
外
国
語
は
も
ち
ろ
ん
オ
ラ
ン
ダ

語
で
あ
る 。
片
栴一
男
氏
「
阿
関
陀
通
詞
・

蘭晶子
者
の
使
用
せ
る
単
語
帳」

(
国
語
と
国
文
学 、
必
-
4)
が
あ
り 、
杉
本
氏
の
『
近
代
日
本
語
の
新
研
究』

に
は 、
前
語
研
究
上
の
諸
業
績
に
つ
い
て
克
明
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る 。
た

だ 、
大
槻
玄
幹
の
西
音
発
微
に
つ
い
て 、
「
国
語
学
史
上
の一
発
見」
と
題
し

て 、
橋
本
進士口
氏
「
国
語
仮
名
遣
研
究
史
上
の一
発
見」
に
あ
や
かっ
て
い
る

が 、
西立臼
発
微
は
今
か
ら
二
十
数
年
前
の
東
大
詰
義 、
橋
本
進
吉
氏
『
国
語
音

韻
史』
(
岩
波
書
応 、
MU-
-)

(
三
五一
ペ
ー

ジ)
に
適
切
に
利
用
さ
れ
て
お
り 、

古
書
展
に
も
よ
く
で
る
し 、
そ
ん
な
に
珍
し
い
本
で
は
な
い 。
橋
本
左
内
の
閑

語
学
習
に
つ
い
て
は 、
杉
本
氏
の
「
橋
本
左
内
K
つ
い
て
の
覚
え
書
き

ーー
そ

の
蘭
語
学
習
の
方
法
と
訳
文
に
つ
い
て

||」
に
つ
づ
き 、
佐
藤
喜
代
治
氏

「
橋
本
左
内
の
書
簡
に
見
え
る
漢
語
に
つ
い
て」
(
国
語
と
国
文
学 、
mM
・
4)

が
あ
る 。
佐
藤
氏
に
は
高
野
長
英
の
閑
語
学
習
に
つ
い
て
の
「『
三
兵
答
古
知

幾』
の
漢
語」
(
国
語
学
研
究 、
必
・
8)
も
あ
る 。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
火口
古
知

幾
(
タ
ク
チ
キ)
は
兵
学
で
あ
る 。
佐
藤
氏
の
研
究
方
法
は 、
訳
語
に
用
い
ら

れ
た
漢
語
に 、
典
拠
あ
る
も
の
と
新
造
語
と
を
調
査
す
る
ζ
と
で
あ
る
が 、
と

れ
は 、
氏
の
文
章
史
の
研
究
に
お
い
て
は
語
集
が
重
要
な
要
素
を
な
し
て
お
り

近
代
文
章
史
を
企
図
し
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
る 。

英
学
関
係
で
は 、
最
初
の
英
和
辞
書
に
つ
い
て 、
渡
辺
実
氏
「『
諮
厄
利
亜

語
林
大
成』
編
訳
次
第」
(
本
邦
辞
書
史
論
叢)
が
あ
る 。
例
の
「
日
本
英
学

資
料
解
題』
の
執
筆
者
で
あ
る
だ
け
に 、
よ
く

資
料
を
見
て
立
論
し
て
い
る 。

森
岡
健
二
氏
「
現
代
漢
語
の
成
立
と
そ
の
形
態」
(
国
語
と
国
文
学 、
必
・
4)

は
と
の
よ
う
な
初
期
の
英
和
辞
書
な
ど
数
種
を
駆
使
し
て 、
漢
語
(
訳
語)
の

淵
源
と
構
造
を
さ
ぐ
っ
た
も
の
で 、
名
著
『
国
誌
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研

究』
の
現
代
版
を
目
ざ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
と
と
ろ
で 、
森
岡
氏
の

衣
鉢
を
う
け
つ
ぐ

東
京
女
子
大
学
の
若
い
研
究 、グ
ル
ー

プ
の
活
躍
は
目
覚
ま
し

い 。
御
法
川
恵
子
氏
「
聖
書
和
訳
と
そ
の
訳
語
に
つ
い
て
の
国
語
学
的
研
究」

(
日
本
文
学 、
ω
・

日)
は 、
ヨ
ハ、不
伝
の
訳
語
で
あ
る 。
栗
島
紀
子
氏
「
訳

語
の
研
究

ll
西
周
を
中
心
に

||」
(
日
本
文
学 、
HU
-

m)
は
啓
蒙
思
想

家
西
周
の
用
い
た
訳
語
で
あ
る 。
田
島
尚
子
氏
「
文
明
開
化
期
に
お
け
る
訳
語

の
研
究

||
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
を
中
心
と
し
て

1|」
(
日
本
文
学 、
門出
・
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3)
は 、
最
初
の
活
版
本
英
和
辞
書
の
訳
語
で
あ
る 。
森
岡
氏
は一
方 、
初
期

の
英
和
辞
書
に 、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド

の
英
撃
辞
典
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
に

つ
い
て
の
研
究
を
続
行
し 、
森
岡・
伊
藤
み
ゑ
子
両
氏
の
訳
語
形
成
期
に
お
け

る
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド

英
撃
辞
典
の
影
響
E」
(
東
京
女
子
大
比
較
文
化
研
究
所
紀

妻 、
引
・
7)
は 、
一
般
の
翻
訳
文
へ
の
影
響
具
合
を
細
密
K
調
査
し 、
訳
語

す
な
わ
ち
中
国
語
が
日
本
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
に
至
る
経
過
が
よ
く

拙
か
れ

て
い
る 。
乙
う
い
う
研
究
方
法
は 、
森
林
泉
子
氏
「
借
用
中
国
語
に
つ
い
て
の

一
考
察

||
近
代
日
本
語
形
成
の一
要
素
と
し
て
見
た

ll」
(
日
本
文
学 、

必
・
3)
に
も
う
け
つ
が
れ 、
こ
れ
は
英
和
字
会
へ
の
影
響
で
あ
る 。
訳
語

の
全
体
的
研
究
に
対
し
て
個
別
的
研
究
は
少
な
く 、
古
く
は
広
田
栄
太
郎
氏
の

も
の
な
ど
が
あ
っ
た
が 、
宮
地
敦
子
氏
の
精
考
「『
愛
す』
考」
(
国
語
国
文 、

引
・
5)
に
よ
っ
て
そ
の
渇
を
い
や
し
て
も
ら
え
る 。
国
語
史
学
の
考
証
に
は

乙
う
い
う
広
さ
が
必
要
で
あ
る 。

訳
語
が
語
法
形
式
に
ま
で
関
係
し
た
と
い
わ
れ
る
も
の
に
「
で
あ
る」
の
発

生
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
る 。
ポ
レ
ミ
ツ
ク
で
は
あ
っ
た
が 、
乙
の
二
年
間
の
展

望
中 、
も
っ
と
も
実
り
あ
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る 。
「
で
あ
る」
の
研
究
史
は 、

近
代
語
研
究
の
中
で
は
古
い
も
の
に
属
す
る
が 、
再
燃
し
た
の
は
近
代
語
学
会

の
口
題
発
表
あ
た
り
か
ら
で 、
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
活
字
に
な
っ
た
の
は

も
す
と
し
遅
れ
る 。
杉
本
っ
と
む
氏
「
近
代
語
の
標
章

||
デ
ア
ル
体
の
発
生

と
展
開

ll」
(
国
文
学
研
究 、
幻
-

m〉 、
同
氏
「
漢
籍
国
字
解
と
そ
の
文
体

ーー
デ
ア
ル
体
の一
側
面」
(
武
蔵
野
女
子
学
院
短
大
紀
要 、
お
・
2)

〔
以
上

『
近
代
日
本
語
の
新
研
究』
所
収〕 、
中
村
通
夫
氏
「『
で
あ
る』
小
考」
(
中
央

大
文
学
部
紀
姿 、
お
・
3) 、
同
氏
「
で
あ
る
再
考」
(
中
央
大
文
学
部
紀
要 、

必
・
3) 、
古
田
東
朔
氏
「
幕
末
明
治
初
期
の
翻
訳
文
等
に
お
け
る
『
X
+
あ

る』」
(
困
惑
と
国
文
学 、
必
-
4)
と
つ
づ
い
た
の
で
あ
る 。
本
当
は
昭
和
三

七
年
あ
た
り
か
ら
説
き
お
ζ
さ
な
い
と 、
問
題
の
焦
点
が
つ
か
め
な
い
畏
れ
が

あ
る
が 、
便
宜
昭
和
四
二
年
に
つ
い
て
の
べ
る
と
と
と
す
る 。
中
村
氏
の
再
考

は 、
小
考
以
後
の
諸
家
の
見
解
に
対
し
て 、
再
度 、
新
資
料
を
提
出
し
て
補
強
し

た
も
の
で 、
小
考・
再
考
で一
0
0ペ
ー

ジ
近
い
論
文
で
あ
る 。
中
村
説
を
要

約
す
れ
ば 、
中
世
の
デ
ア
ル
は
近
世
に
亡
ん
だ
の
で
は
な
く 、

近
世
を
通
じ
て

教
養
居

l|
漢
学
者
の
講
釈・
講
談 、
国
学
者
の
口
語
訳 、
僧
侶
の
説
教
な
ど

||』
に
用
い
ら
れ
て
お
り 、
関
学
を
ま
っ
て
近
世
に
新
た
に
発
生
し
た
も
の
で

も
な
け
れ
ば 、
オ
ラ
ン
ダ
語
笠
宮
の
直
訳
の
た
め
に
創
始
さ
れ
た
も
の
で
も

な
い
と
い
う
の
で
あ
る 。
古
田
説
は 、
多
角
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る 。
九
州
関
係

の
諸
書
花
見
え
る
デ
ア
ル
が 、
九
州
方
言
に
支
え
ら
れ
て
現
わ
れ
て
い
る
ζ
と 、

対
話
に
お
け
る
テ
ア
ル
が
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
用
い
ら
れ
て
い
る
乙
と 、
明

治
以
後
デ
ア
ル
が
文
末
表
現
に
用
い
ら
れ
る
に
至っ
た
事
情
な
ど
が
や
は
り
豊

富
な
資
料
で
論
ぜ
ら
れ
て
い
る 。
も
と
よ
り
私
に
は
と
の
近
代
語
の
二
権
威
に

対
し
て
論
評
す
る
資
格
は
な
い 。
拙
見
を
さ
し
は
さ
ま
せ
て
い
た
だ
く
と 、
渓

学
の
講
釈・
講
談

||
と
く
に
弁
舎
に
お
け
る
デ
ア
ル
は 、
荒
川
正一
氏
「
近

世
江
戸
語
の
語
法
抄」
(
昭
和一
一
)
に
お
い
て
唐
詩
選
国
字
解
な
ど
の
デ
ア

ル
を
指
摘
し
た
の
が
最
初
で
あ
る 。
漢
学
者
の
デ
ア
ル
で
は 、
古
市
興
孝
の
経

書
字
弁
(
元
線
十一
年)
が
もっ
と
も
古
く 、
中
村
説
の
よ
う
に
乙
の
系
統
が

主
流
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る 。
九
州
方
言
も
考
慮
す
べ
き
と
と
は 、
一問
問子

英
学
ば
か
り
で
な
く 、

朝
鮮
で
も 、
交
隣
須
知
や
そ
の
増
補
本
に
も
多
く
の
デ

ア
ル
が
あ
り 、
後
者
は
対
馬
人
の
著
で
あ
る
(
言
語
と
文
芸 、
目白
・
3
拙
稿
参

照) 。
古
田
説
は
中
村
説
と
対
立
す
る
と
い
う
よ
り 、
中
村
説
を
止
揚
す
る
と

い
う
立
場
で
生
ま
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う 。

外
国
語
を
訳
語
と
し
て
と
り
入
れ
る
と
と
も
に 、
な
ま
の
形
で
も
と
り
入
れ

た
と
と
を
研
究
し
た
専
蓄
に 、
斎
藤
静
氏
『
日
本
語
に
及
ぼ
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
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の
影
響』
(
篠
崎
書
林 、
mu
・
8)

が
あ
る 。
副
題
に
「
語
史
的・
文
化
史
的

研
究」
と
あ
り 、

千
足
ら
ず
の
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
し
て
そ
の
と
り
入
れ
方
を
示

し
て
い
る 。
た
と
え
ば 、
〉白
三
srr
5白白
F
R
Z
に
は
「
引
力」 、
〉一円O
巳
に

は
「
ア
ル
コ
ー

ル
(
亜
爾
箇
児)」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
語
誌
が
あ
る 。

私
見

で
は 、
訳
誌
と
原
誌
の
ま
ま
と
で
は 、
語
史
的
意
義
が
ち
が
う
の
で
あ
っ
て 、

著
者
は
「
ζ
と
に
近
代
日
本
語
の
発
達
と
い
う
問
題
に
関
連
し
て 、
そ
の
研
究

方
法
に 、
深
い
反
省
を
促
す
乙
と
に
な
る
も
の
と
信
ず
る」
と
言
わ
れ
て
い
る

が 、
詩
史
と
し
て
は
慾
芯
的
と
い
う
印
象
も
な
く
は
な
い 。
乙
れ
に
対
し
て 、

な
ま
の
形
ば
か
り
取
り
扱
っ
た
も
の
が
外
来
語
辞
典
で
あ
る 。
楳
垣
実
氏
「
外

米
語
辞
典」
(
東
京
行」 、
4
・
2)

は
ハ
ン
デ
ィ

の
も
の
で
あ
る 。
荒
川
惣
兵

衛
氏
「
外
米
寸前
昨
地(」
(
角
川
百
応 、
G
・
9)

は 、

穆
然
た
る
大
著
で
あ

る 。
私
は
本
舎
の
出
版
(
昭
和
二ハ)
を
学
生
時
代
よ
り
愛
用
し 、

原
語
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
フ
イ
ケ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
必
ず
使
用
し
て
い
た 。
新
版
は 、
新
著
と

称
し
て
よ
い
ほ
と
全
面
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が 、
乙
ζ
に
は
く
わ
し
く

紹

介
す
る
ゆ
と
り
が
な
い 。

外
間
資
料 、
と
く
に
ロ
ー

マ
字
資
料
は
音
韻
研
究
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
る 。
ζ
れ
を
利
用
し
た
も
の
に
速
抑制
の
研
究
が
あ
る 。
遠
藤
邦

基
氏
「
連
濁
語
の
ゆ
れ」
(
国
語
国
文 、
4・
5)
は 、
日
葡
辞
書
を
中
心
に
連

濁
す
る
語 、
し
な
い
語
の
あ
る
ζ
と
か
ら 、
そ
の
原
因
を
濁
音
に
伴
な
う
鼻
音

的
要
系
の
有
無
に
求
め
よ
う
と
し
て
お
り 、
飛
凹
良
文
氏
「
明
治
大
正
時
代
の

漢
語
の
連
濁
現
段」
(
東
北
大
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告 、
HU
・
3)

は 、

和
英
語
林
集
成
を
中
心
に
連
濁
す
る
語 、
し
な
い
語
の
あ
る
乙
と
に
つ
い
て 、

呉
音
波
音
の
性
格
を
考
え 、
消
滅
の
傾
向
を
さ
ぐ
っ

て
い
る 。
述
濁
へ
の
関
心

は 、
日
本
人
ば
か
り
で
な
く

外
国
人
に
も
あ
り 、

古
く
ラ
イ
マ
ン
氏
(
ロ
ω­

ド
ヨd白ロ)
の
研
究
が
知
ら
れ
て
い
た 。
最
近
で
は 、
本
学
会
会
員
で
も
あ
ら
れ

る
が 、
エ
ー

ル
大
学
の
7
l

チ
ン

氏
(ω
開

冨
22ロ)
の
宮口門司ro口巾
H5
2

0同
ω
Z
コ円一
mw『
己

の
三一
口
』
三
白-

r
宮
口
訟昂
(
Ht白
口
問
E
同
タ

〈
0
7
N
∞-

Z
0・
ω-
H
U
印
N)

に
も
く
わ
し
く

論
ぜ
ら
れ
て
い
る 。
こ
れ
か
ら
の
国
語
学
の
研
究
は 、
外
国
人

を
納
得
さ
せ
る
だ
け
の
デ
l

タ
と
論
旨
が
な
く
て
は
な
ら
な
い 。
清
濁
に
つ
い

て
は 、
ソ
ソ
ク
な
ど
に
つ
い
て
の
菊
田
紀
郎
氏
「
清
溺
変
化
の一
要
因」
(
国

語
学
研
究 、
4
・

m)
や
川
本
栄一
郎
氏
「『
さ
さ
め
く』
の
清
濁
と
語
義」

(
文
芸
研
究 、
4
・
6)
が
あ
る 。
ま
た 、
青
木
孝
氏
「『
吾
妻
鋭』
寛
永
板
本

付
訓
宿
泊
考

ll
特
異
な
読
み
鮮
を
中
心
と
し
て

||」
(
青
山
学
院
女
子
短

大
紀
要 、
HU
・

日)
は 、
吾
妻
鏡
花
口
市川
辞
書
を
つ
き
合
わ
せ
た
り
し
て 、
細

か
な
調
査
を
し
た
も
の
で
あ
る 。
注
釈
叶む
な
ど
に
お
い
て 、
清
濁
注
記
を
す
る

と
い
う
と
と
は 、
一
種
の
ブ
l

ム
の
矧
を
主
し
て
お
り 、
口
本
古
典
文
学
大
系

あ
た
り
が
痛
を
作
し
た
よ
う
で
あ
る 。
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四

近
世
の
特
殊
な
こ
と
ば
を
研
究
し
た

市辛口
に、
真
下
三
郎
氏
『
遊
里
語
の
研

究』
(
束
京
立 、
4
・
3〉

が
あ
り 、

学
会
を
賑
わ
わ
せ 、

苦
評
に
も
め
ぐ
ま

れ 、
吉
川
泰
雄
氏
(
国
語
学 、
4
・
6) 、

前
田
金
五
郎
氏
(
文
学 、
4
・
8)

品
回
勇
雄
氏
(
国
語
と
国
文
学 、
必
・
2) 、

斯
林
不
二
彦
氏
(
国
文
学
致 、

必
・
6)
な
ど
が
あ
っ
た 。
就
中 、
前
田
氏
の
も
の
は 、
も
っ
と
も
き
び
し
く

傾
聴
に
値
す
る 。
「
遊
旦
語
の一
向
怖
に
ア
タ
ッ
ク
し 、

従
来
の
登
山
者
の
辿
り

得
ぬ
所
ま
で
達
し
た
が 、
も
う一
ふ
ん
ば
り
が
必
要
で
あ
る」
と
評
し
て
い
る

が 、
六〈
下
氏
の
登
頂
は
な
お
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る。
語
数
関
係
の
も
の
で
あ

る
が
「
遊
旦
語
研
究 、
ω
粋 、
ω
検
番 、
ω
心
中」
(
近
世
文
芸
稿 、
HU
・
7、

必
・
1 、
8

1
「
女
性
語
の
系
譜」
(
広
島
大
文
学
部
紀
要 、
HU
・

ロ) 、
『
女

性
語
辞
典』
(
東
京
堂 、
必
・
2)
が
あ
り 、
「
辞
典」
は 、
女
房
詞 、
遊
女
語



国語史(近代)

大
和
言
葉
な
ど
か
ら
用
例
を
と
っ
て
い
る 。
女
性
語
の
文
献
に
つ
い
て
は 、
日

田
勇
雄
氏
「『
女
重
宝
記』
の
諸
本
に
つ
い
て」
(
近
代 、
HU
-

m)
が
あ
る 。

女
重
宝
記
は
古
書
目
録
に
も
す
く
な
く 、

入
手
し
が
た
い o
Q
岡
氏
の
版
程
研

究
は
徹
底
的
で
あ
る 。
図
書
総
目
録
の
よ
う
な
便
利
な
も
の
が
出
る
よ
う
に
な

っ
た
が 、
本
は
自
分
で
手
に
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
い
う
乙
と
を
ζ
の
論
文

は
教
え
て
く

れ
る 。
写
本
に
つ
い
て
は 、
松
井
利
彦
氏
「
女
中
ζ
と
は
集
と
そ

の
所
収
認
の
性
格」
(
国
語
国
文 、
4
・
5)
が
あ
る 。
島
田
氏
も
推
奨
さ
れ

て
い
る
が 、
女
重
宝
記
の
源
流
を
さ
ぐ
っ
た
も
の
で
あ
る 。
松
井
氏
は一
歩
進

ん
で 、
「
女
房
乙
と
ば
の
変
遷

ll『
す
る

/\』
の
場

AT|」
(
閑
語
同
文 、

必
・
4)
を
発
表
し
た
が 、
擬
態
語
の
「
す
る

/\」
と
女
房一
乙
と
ば
と
が
関

係
す
る
か
な
ど 、
私
は
考
え
も
つ
か
な
い
と
と
だ
っ
た 。
辞
典
と
論
文
の
ち
が

い
を
と
れ
ほ
ど
よ
く

示
し
た
も
の
は
な
い 。
ほ
か
に 、
島
田
氏
「
す
い
言
葉」

(
水
門 、
必
-
8)
が
あ
る 。

近
世
話
の
研
究
は 、
口
語
と
文
語
と
に
分
け
ら
れ
る
が 、
は
じ
め
に
口
語
関

係
を
と
り
あ
げ
る 。
一
連
の
共
通
テ
!

?
を
ひ
っ
さ
げ
て
論
陣
を
は
っ
て
い
る

の
が
奥
村
三
雄
氏
で 、
ζ
の
二
年
間
に
も 、
「
近
代
京
阪
語
考

ーーー
順
説
表
現

の
助
調
に
つ
い
て

11 、
哩

丁|
二
段
活
用
の
残
存

||」
(
岐
阜
大
学
芸
学

部
研
究
報
告 、
4
・

G) 、
「
敬
語
辞
系
譜
考

||
近
代
京
阪
語
研
究
の一
部
と

し
て

||」
(
国
語
国
文 、

れで
5) 、
「
近
代
京
阪
語
の
伎
役
辞」
(
問 、
mu
­

-) 、
「
文
末
敬
語
系議川
考」
(
三
重
県
方
一言 、
引
・
6)
が
あ
る 。
近
此
(
近

代)
京
阪
語
と
は 、
近
世
後
期
上
方
資
料
と
し
て
の
酒
落
本
や
小
拙
本
の
こ
と

ば
を
さ
し
て
い
る 。
順
接
表
現
の
サ
カ
イ 、
ニ
ヨ
γ

テ
の
問
題
は 、
小
林
好
口

氏
の
研
究
よ
り
ず
っ
と
深
め
ら
れ
て
い
る
し 、
二
段
活
用
の
残
存
は 、
一
段
化

の
趨
勢
の
中
で 、
二
段
式
の
残
存
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で 、
旧
説
を

大
幅
に
訂
正
し
て
い
る 。
奥
村
氏
の
論
文
は 、
文
献
的
精
査
と
方吾一口
研
究
と
が

見
事
に
川似
合
し
結
実
し
た
も
の
で
あ
る 。
従
来
こ
の
極
の
方
法
で
成
功
し
た
の

は
小
林
氏
の
方一一日
訴
以
の
研
究
の
み
で
あ
っ
た
が 、
川以
村
氏
の
は
よ
り
む
ず
か

し
い
語
法
を
取
り
扱
っ
て
い
て 、
そ
の
大
成
が
胡旭
呈
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

叫川
辺
表
現
は、
京
阪
認
に
対
し
て
江
戸
語
で
は 、
池
上
秋
彦
氏
「
人
悩
本
の

待
巡
表
現
研
究・
序
税

||1
梅
阿川
も
の
の
動
詞
・

助
動
詞
を
中
心
に

||」

(
鶴
見
女
子
大
紀
要 、
門出
・
2)
お
よ
び
山
的
久
之
氏
「
江
戸
の
庶
民
語
の
待

遇
表
引
の
休
系
付

ll
三
馬
の
作
品
を
中
心
と
し
て

||」
(
群
馬
大
教
育
学

部
紀
要 、
引)
が
あ
り 、
東
京諸問
ま
で
を
含
め
て 、
小
島
俊
夫
氏
「『
ア
ナ

タ』・『
オ
前
サン』・『
オ
前』
l1|一
八
O
九
i一
九
O
O
年
に
お
け
る
品川
松

本・
人
情
本・
言
文一
致
小
説
に
あ
ら
わ
れ
た
待
遇
表
現
体
系
の
変
化

111」

(
言
語
と
文
芸 、
引
・

日)
が
あ
る 。
池
上
氏
の
は 、
代
名
討
に
つ
づ
い
て 、

動
詞・
助
動
詞
を
使
用
し
た
人
物
を
乙
ま
か
く
と
り
あ
げ 、
山
崎
氏
の
は 、
男

性
の
庶
民
語
の
対
称
の
待
辿
表
現
体
系
を
三
馬
の
も
の
か
ら
発
抑制
し
た
も
の
で

あ
る 。
ほ
か
に 、
山
崎
氏
に
は
「
言
語
教
育・
お
し
ゃ
る・
し
ゃ
る
(
助
動
詞

「
し
ゃ
る」
の
語
史
を
中
心
と
し
て)」
(
語
学
と
文
学 、
必
-
8)
が
あ
る 。

近
位
の
口
語
の
中
で
も 、
俗
語
に
つ
い
て
は 、
前
回
男
氏
「
近
世
俗
語
ノ
ー

ト
(
第
4
報)」
(
大
阪
学
芸
大
紀
要 、
HU
・
2)
が
あ
り 、
江
戸
語
の
西
漸
に

つ
い
て
の
べ
て
あ
る。
竹
間
正
夫
氏
「
近
世
話
資
料
と
し
て
の
『
か
ざ
し
抄』

中
の
旦
言」
(
言
語
と
文
芸 、
必
-
9)
は 、
里
言
に
あ
る
め
ず
ら
し
い
語
気

を
精
密
に
考
証
し
た
も
の
し
あ
る 。
乙
う
い
う
盟
言
研
究
に
資
す
る
た
め
に 、

佐
藤
茂
氏
「
あ
ゆ
ひ
抄・
か
ざ
し
抄
里
言
索
引」
(
福
井
国
語
学
グ
ル
ー

プ 、

引
・
l)

が
山
た 。
盟
言
と
と
も
に
雅一一百
も
検
索
で
き
る
も
の
で 、
私
な
ど
か

ね
が
ね
そ
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
だ
け
に
ま
乙
と
に
あ
り
が
た
い
労
作
で

あ
っ
た 。

東
悶
方
言
の
資
料
K
つ
い
て
は 、
深
労一
郎
氏
「『
雑
兵
物
語』
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(
金
沢
大
教
育
学
部
紀
姿 、
4
・

は)
が
あ
り 、
音
韻・
謡
九日早・
語
法
に
つ
い

て
の
ベ
で
あ
る 。
深
井
氏
は
弘
化
三
年
版
に
よ
っ
て
用
語・
用
例
総
索
引
を
作

ら
れ
た
と
の
乙
と
で 、
そ
の
公
刊
が
待
た
れ
る 。
岩
波
文
庫
本
が
版
本
よ
り
ど

れ
だ
け
す
ぐ
れ
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
現
在 、
写
本
よ
り
版
本
索
引
が
ほ
し
い

の
で
あ
る 。
雑
兵
物
語
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て 、
樋
口
秀
雄
氏
校
注
『
図
巻
雑
兵

物
語』
(
人
物
往
来
社 、
必)
が
で
た
が 、
こ
う
い
う
史
学
関
係
の
も
の
は
国
語

学
に
寄
与
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い 。
史
学
関
係
で
は
雑
兵
の
ほ
か 、
三
河

物
語
や
甲
陽
軍
鑑
な
ど
が
で
た
が 、
同
様
に
疑
問
を
持
っ

て
い
る 。
ほ
か
に 、

武
井
陸
雄
氏
「『
三
河
物
語』
に
お
け
る
連
声
お
よ
び
連
声
表
記
に
つ
い
て」

(
国
語
研
究
室 、
川出
・

ロ)
が
あ
る 。

方
言
資
料
に
つ
い
て
は 、
楳
垣
実
氏
「『
烏
歌
話』
の
方
言
対
照
表」
(
国
語

学 、
必
-
6)
は 、
京
言
葉
と
江
戸
語
の
対
照
表
に
つ
い
て
で 、
私
も
東
条
操

氏
の
も
の
と
く
ら
べ
た
が 、
写
真
綾
製
す
る
と
問
題
点
が
よ
く
わ
か
る
は
ず
で

あ
る 。
鈴
木
勝
忠
氏
「
方
言
資
料
と
し
て
の
雑
俳」
(
国
語
国
文 、
必
・
2)

が
あ
る
が 、
鈴
木
氏
の
真
価
は 、
近
刊
の
大
著
『
雑
俳
語
辞
典』
に
お
い
て
間

わ
れ
る
で
あ
ろ
う 。
ほ
か
に 、
篠
崎
久
朗
氏
「
江
戸
末
期
佐
賀
地
方
の
助
動

詞」
(
国
語
学 、
必
・
3)
が
あ
る 。

方
言
語
設
が
本
車
学
の
書
と
関
係
あ
る
乙
と
に
つ
い
て
は 、
大
回
栄
太
郎
氏

の
す
ぐ
れ
た
研
究
な
ど
が
あ
っ
た
が 、
わ
ず
ら
わ
し
い
た
め
も
あ
り
最
近
は
と

だ
え
て
し
ま
っ
た 。
島
田
勇
雄
氏
が
孤
軍
務
閲
し
て
い
る 。
「
近
世
本
草
書
に

お
け
る 、
和
名
と
方
言
付
口 、

||
ボ
ラ
と
メ
ナ
タ

tIL

--a
イ
シ
モ
チ
と

ニ
ベ

||」
(
近
代 、
必
・
5、
ロ) 、
「
近
世
本
草
書
類
に
お
け
る
青
魚
に
つ

い
て」
(
国
語
研
究
室 、
必
-

m)
が
あ
る 。
魚
名
に
弱
い
私
な
ど
は 、
島
田

氏
の
引
用
さ
れ
る
華
麗
な
本
草
蓄
に
圧
倒
苫
れ
て
し
ま
う
が 、
と
う
い
う
考
証

を
ど
う
い
う
形
で
大
成
さ
せ
る
か
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
ζ
と
で
あ
る 。

諺
に
つ
い
て
は 、
天
理
図
書
館
本
諺
苑
が
戦
争
中
公
刊
さ
れ
た
が 弘
太
田
全

斎
自
筆
本
た
る
『
春
風
館
本
諺
苑』
(
新
生
社 、
4
・
9)

が 、
山
間
忠
雄
氏

の
企
画
し
て
い
る
古
辞
書
叢
刊
の
第一
と
し
て 、
頼
惟
勤
氏
解
説
付
で
出
た
の

は
鹿
賀
に
た
え
な
い 。
た
だ 、
前
回
金
五
郎
氏
ほ
ど
の
学
者
が
「
近
世
語
雑

考」
(
本
邦
辞
書
史
論
叢)
の
「
川
だ
ち
は
川
で
果
て
る」
の
考
証
に 、
諺
苑

を
用
い
ず 、
僅
言
集
覧
に
よ
ら
れ
た
よ
う
に 、
と
ん
ど
は
複
製
本
な
の
で
よ
り

一
居
敬
遠
さ
れ
る
畏
れ
が
あ
る 。

文
語
で
は 、
待
遇
関
係
に 、
山
崎
久
之
氏
「
江
戸
前
期
文
認
の
符
巡
表
現
∞

(
対
称
代
名
詞)」
(
群
馬
大
紀
要 、
日出)
が
あ
る 。
『
国
語
待
遇
表
現
休
系
の
研

究』
で
は
口
語
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
の
で 、
ζ
ん
ど
は
文
認
で 、
助
動
詞

に
つ
つ
い
て
代
名
詞
を
と
り
あ
げ
て
い
る 。
大
著
の
あ
と
も
手
を
休
め
ぬ
研
鈴

で
あ
る 。
鈴
木
丹
士
郎
氏
「
近
世
文
語
の
問
題」
(
専
修
大
論
袋 、
日制) 、
同
氏

「
馬
琴
の
語
設」
(
専
修
国
文 、
必
・
l)
は
馬
琴
の
用
い
た
語
設
の
よ
る
と
ζ

ろ
を
調
査
し
た
も
の
で 、
小
説
字
設
あ
た
り
と
の
関
連
が
悶
明
に
さ
れ
て
い

る 。
手
間
の
か
か
る
仕
事
で
は
あ
る
が 、
非
常
に
有
益
な
仕
事
で
あ
り 、
続
行

し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る 。
ほ
か
に 、
下
河
部
行
輝
氏
「
西
鶴
の
作
品
に
お
け

る
『
ま
も
な
く』

il
西
鶴
文
体
の一
要
索
と
し
て

ll」
(
文
芸
研
究 、
門出­

U) 、
斯
林
不
二
彦
氏
「
元
線
二
年
頃
の
芭
蕉
の
作
品
を
支
え
る
も
の

t||
接

続
助
詞
『
て』
か
ら
見
る
場
合

||」
(
国
文
学
致 、
4
・

U)
な
ど
が
あ
る 。

吉
川
泰
雄
氏
「
顔
固
な
る
者」
(
国
語
研
究 、
必
・

ロ)
は 、
近
世
の
漢
文
訓

読
に
慣
用
さ
れ
た
「
な
る」
が 、
流
行
し
て
文
人
の
国
文
に
も
用
い
ら
れ 、
拡

が
っ
て
い
っ
た
様
子
が
豊
富
な
資
料
に
よ
っ

て
拙
か
れ
て
い
る 。
た
だ 、
先
行

論
文
花 、
春
日
和
男
氏
「『
な
る』
の
窓
味
変
化

1|『
文
法
上
許
容一
関
ス
ル

事
項
二ハ』
の
場
合

llt」
(
語
文
研
究 、
ω
・
8)
の
あ
る
乙
と
に
気
付
か

れ
な
か
っ
た
の
は
ま
乙
と
に
残
念
で
あ
る 。

2& 



国語史(近代)

近
世
の
文
字
や
仮
名
遣
関
係
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る 。
前
田
富
族
氏

「『
奥
の
細
道』
の
漢
字」
(
宮
城
学
院
女
子
大
研
究
論
文
集 、
HU
・
7)
は
京

屯
本
を
底
本
と
し
て
漢
字
の
使
用
状
況
を
し
ら
ベ 、
異
な
り
字
数一
O
八一
字

の
使
用
順
位
に
ま
で
及
ん
で
い
る 。
近
世
の
作
品
で
は
は
じ
め
て
の
調
歪
で
あ

る 。
島
田
勇
雄
氏
「
西
鶴
本
の
か
な
づ
か
い

ll
形
容
詞
『

||
い』
の
表
記

を
中
心
ピ

|| 、
白

ーlハ
行
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
の
表
記
に
つ
い
て

ll 、

同

||
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
の
表
記
に
つ
い
て(
承
前)

ll 、
伺

111

諸
艶
大
鑑
に
つ
い
て

ll」
(
神
戸
大
文
学
会
研
究 、
ω
・
3、

4
・
3、

MM
・
- 、

日)
は 、
ま
だ
つ
づ
く
も
の
で
あ
る
が 、
同
ま
で
で
も一
0
0ペ

ー
ジ
近
く 、
し
か
も 、
と
の
論
文
は
従
来
の
定
説
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
姿
勢

を
と
っ
て
き
て
い
る 。
私
が
か
つ

て
展
望
を
し
た
時 、
ち
ぷ
う
ど
森
銑
三
氏
の

「
所
調
西
鶴
浮
世
草
子
の
半
数
は
他
作
な
り」
な
ど
の
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な

提
唱
が
あ
り 、
私
に
は
分
ら
ぬ
ま
ま 、
西
鶴
学
者
の
意
見
を
徴
し
て 、
森
氏
に

反
対
の
考
え
を
の
べ
て
お
い
た
よ
う
に
お
ぼ
え
て
い
る 。
島
田
氏
は
西
鶴
作
品

を
六
分
類
し 、

版
下
書
き
と
か
な
づ
か
い
と
の
聞
に
相
関
関
係
を
み
と
め 、
そ

の
上
に
立
っ
て
諸
艶
大
銑
(
好
色
二
代
田刀)
の
か
な
づ
か
い
を
し
ら
べ
る
と 、

二
代
男
の
版
下
書
き
が
西
鶴
で
あ
る
と
い
う
出
の
通
説
と
は
挺
触
し
て
く
る
の

で
あ
る 。
さ
ら
に
淵
源
し
て
俳
譜
師
と
し
て
の
函
館
の
か
な
づ
か
い
は 、
か

な
り
の
部
分
を
連
歌
師
の
か
な
づ
か
い
蓄
に
う
け
て
い
る
よ
う
な
と
と
ろ
が
あ

る
の
で 、
か
な
づ
か
い
蓄
の
研
究
も
し
て
い
て 、
「
連
歌
師
の
か
な
づ
か
ひ
番」

(
甲
南
大
文
学
会
論
集 、
日出
・

ロ) 、
「
三
条
西
実
隆
の
仮
名
泣
九
折
に
つ
い
て」

(
水
門 、
必
・
8)
が
あ
る 。

島
田
氏
が 、
い
わ
ゆ
る
西
鶴
本
の
再
検
討
の
た

め
に
と
ら
れ
た
方
法
や
結
論
K
つ
い
て
は 、
専
門
学
者
の
論
及
を
ま
っ
と
し

て 、
私
は
ζ
の
大
作
業
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
せ
て
い
た
だ
く 。
同
じ
よ
う
に
自

筆
版
下
の
基
礎
調
査
で 、
掲
章
男
氏
「『
好
色一
代
旦己
小
考」
(
国
文
学
致 、

C
-
6)
は 、
句
読
点
に
よ
る
短
句
の
調
室
な
ど
か
ら 、
野
間
光
氏
氏
な
ど
の

西
鶴
学
者
に
立
ち
向
かっ
た
も
の
で
あ
る
が 、
私
に
は
よ
く

分
か
ら
な
い 。
な

お 、
乙
れ
は
国
語
学
史
に
属
す
る
か
も
し
れ
な
い
が 、
筆
者
は
「
開
版
仮
名
述

書
(
仮)
目
録」
(
油
印 、
4
・

ロ)
を
発
表
し
た
と
乙
ろ 、
諸
先
学
か
ら
注

意
を-
つ
け
た
の
で
や
り
直
そ
う
と
思
っ
て
い
る 。

近
世
語
の
注
釈
に
は 、
前
田
金
五
郎
氏
に
は 、
前
記
論
文
の
ほ
か 、
「
西
鶴

雑
考」
(
言
語
と
文
芸 、
必
・
5)
が
あ
り 、
前
田
勇
氏
「
瑠
璃
天
狗
続
紹
伺」

(
学
大
国
文 、
HU
-

U)
が
あ
る 。
水
野
稔
氏
「『
き
い
て
あ
き
れ
る』
考

||

江
戸
語
の
発
想
に
つ
い
て」
(
甲
南
大
文
学
会
論
集 、
HU
・

ロ)
や
野
地
溺
家

氏
「『
日
乗
上
人
日
記』
考

ll
元
職
期
言
語
生
活
の一
面

!|」
(
国
文
学
孜

必
・
6)
は 、
国
語
史
の
分
野
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
た
も
の
で
あ
る 。

江
戸
語
か
ら
東
京
語
に
至
る
も
の
に
は 、
田
中
立
夫
氏
「
江
戸
語・
東
京
語

に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
遷」
(
国
語
と
国
文
学 、
日出
・
4)
が
あ
り 、
ナ
ケ

レ
パ
イ
ケ
ナ
イ
式
の
言
い
方
の
起
ζ
る
前
ま
で
の
事
情
を
細
か
い
デ
l

タ
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る 。
鶴
岡
昭
夫
氏
「
江
戸
語・
東
京
語
に
お
け
る
可
能

表
現
の
変
遷
に
つ
い
て」
(
言一
語
と
文
芸 、
C
-
9)
も
精
密
な
も
の
で
あ
る 。

秋
永一
枝
氏
「
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

へ」
(
国
語
と
国
文

学 、
必
-
4)
は 、
山
田
美
妙
の
辞
書
と
古
老
の
発
音
と
を
対
比
し
て
そ
の
推

移
を
さ
ぐ
っ
た
も
の
で 、
目
と
耳
の
す
ば
ら
し
い
融
合
で
あ
る 。

五

遠
く
な
り
ゆ
く
明
治
に
つ
い
て
も
多
く
の
論
文
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た 。待
遇
関
係
で
は 、
小
松
寿
雄
氏
「『
お

す
る』
の
成
立」
(
国
語
と
国
文

学 、
4
・
4)

が
あ
る 。
ォ
:
・

申
ス 、
オ

イ
タ
ス 、
オ
・:
ス
ル
に
位
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移
す
る
状
況
が
広
範
な
資
料
に
よ
っ

て
立
体
的
に
拙
か
れ
て
い
る 。
乙
う
い
う

日
常
語
の
淵
源
を
た
ず
ね
る
乙
と
は 、
現
代
的
な
意
義
も
持
っ

て
く
る 。

語
集
で
は 、
飛
田
良
文
氏
「
明
治
以
後
の
語
染
の
変
遷」
(
言
語
生
活 、
HU­

U)
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い 。

文
章
関
係
に
な
る
と 、
数
も
多
く
な
り 、
展
望
も
や
り
に
く
い 。
明
確
な
研

究
対
象
の
設
定
し
に
く
い
ζ
と
が
あ
り 、
い
き
お
い 、
調
査
の
し
か
た
や
デ
ー

タ
の
だ
し
か
た
が
ま
ち
ま
ち
で
個
性
的
で
あ
り
す
ぎ
る 。

尾
崎
知
光
氏
『
近
代
文
章
の
梨
明』
(
mM・
6)
は 、
B
6

版一
八一
ペ
ー

ジ

の
小
冊
子
で
あ
る 。
「
浮
雲」
に
つ
い
て 、
二
葉
亭
の
言
語
観 、
文
章
の
主
題・

椛
恕・
叙
述 、
文
表
現・
文
の
長
さ 、
表
記
符
号 、
語
句
な
ど
を
乙
ま
か
に
し

ら
べ
た
舎
で
あ
る 。
乙
れ
か
ら
は
明
治
の
も
の
に
つ
い
て
次
第
に
こ
う
い
う
研

究
が
ふ
え
て
く
る
と
思
う
が 、
文
学
書
と
ち
が
っ

て 、
国
語
学
の
専
苔
で
あ
る

以
上 、
今
ま
で
の
成
果
が
ど
乙
ま
で
と
り
入
れ
て
あ
り 、
ど
乙
か
ら
が
新
見
で

あ
る
と
と
な
ど
を
明
示
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る 。
同
じ
く
「
浮
雲」
を
扱
っ

た
論
文
花 、
小
野
基
氏
「
言
文一
致
文
章
に
お
け
る
文
末
表
現
『
l

で』
に
つ

い
て

||
二
葉一
チ
の
場
合

||」
(
近
世
文
芸
杭 、
4・
7)
が
あ
る 。
尼
崎
氏

の
著
で
は
「
で
止
め」
と
し
て
の
べ
て
あ
る
が 、
小
野
氏
に
よ
れ
ば 、
塩
田
良

平
氏
な
ど
が
早
く
乙
の
用
法
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
小
野
氏
の
「
初

期
の
近
代
文
立
に
お
け
る
柿
写
的-X
段
の
椛
造
に
つ
い
て」
(
国
文
学
致 、
必 、

6)
も
「
浮
雲」
の
句
を
重
ね
る
言
い
方
に
つ
い
て
で
あ
り 、
「
初
期
の
近
代

文
章
に
於
け
る
文
脈
形
成
の
あ
り
方

ll
mAA
加
的
表
現
帯
に
つ
い
て

||」

(
近
世
文
芸
杭 、
必
-
8)
も
「
あ
ひ
び
き」
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る 。
長
谷

川
孝
士
氏
「
近
代
小
説
形
成
期
に
お
け
る
人
物
描
写
に
関
す
る一
考
察

||
迫

遥
『
当
世
書
生
気
質』
と
四
迷
『
浮
雲』
と
の
比
較

||」
(
国
文
学
致 、
G­

U)
も
「
浮
安」
の
表
現
に
関
係
し
て
く
る 。
こ
う
な
る
と 、
「
浮
雲」
に

つ
い
て
の
綜
合
的
研
究
が
期
待
さ
れ
る 。
永
尼
立
留
氏
「『
牛
庖
雑
談
安
恐
楽

鍋』
文
休
に
つ
い
て」
(
国
文
学
致 、
日出
・
6)
は 、
文
章
の
基
本
的
類
型
を

求
め
る
研
究
で 、
国
語
史
の
分
野
に
は
入
ら
な
い 。

ち
が
っ
た
傾
向
の
文
章
研
究
に 、
鈴
木
英
夫
氏
「
新
聞
の
文
章
の
近
代
化

||
明
治一
二
t

二
O
年
の
朝
日
新
聞
を
中
心
と
し
て

||」
(
閑
語
と
国
文

学 、
必
-
4)
が
あ
る 。
「
見
出
し」
の
よ
う
な
新
聞
の
重
要
な
部
分
が
ど
の

よ
う
に
し
て
近
代
化
し
て
行
っ
た
か
な
ど
を
調
査
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
で
あ

る 。
あ
と
ど
ん
な
問
題
を
と
り
あ
げ 、
ど
ん
な
風
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
か 、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る 。

明
治
の
用
字
研
究
は
進
藤
咲
子
氏
の
独
担
制初
で
あ
る 。
「
漢
語・
漢
字
の
実
態

(
明
治
こ
(
文
学
語
学 、
4
・
9) 、
「
明
治
初
期
の
新
聞
の
用
字」
(
国
立
悶
語

研
究
所
論
集 、
日目
・
3) 、
「
用
字
の
変
遷

||
郵
便
報
知
新
聞 、
日
本
基
本
漢

字 、
現
代
雑
誌
九
十
程
を
資
料
と
し
て

||f」
(
東
京
女
子
大
論
集 、
必
・
3)

が
あ
る 。
郵
便
報
知
新
聞
の
明
治
十 、
十一
年
の一
年
聞
に
ど
の
く
ら
い
漢
詩

漢
字
が
用
い
ら
れ
た
か
に
つ
い
て 、
そ
の
量
や
漢
字
の
具
体
的
な
用
法
を
百
数

十
ペ
ー

ジ
に
わ
た
る
デ
ー

タ
に
よ
っ

て
示
し
て
い
る 。
進
藤
氏
の
き
め
の
こ
ま

か
い
調
査
に
よ
れ
ば 、
約
百
年
の
則
字
を
近
代
語
化
の
過
程
の
中
で
と
ら
え
る

と 、
使
用
度
数
が
変
わ
り 、
字
音
よ
み
や
訓
よ
み
が
多
く
な
り 、
語
が
交
替
し

た
と
い
う
よ
り
は 、
増
大
し
た
と
以
る
べ
き
も
の
が
多
い
の
で
あ
る 。
利引
代
的

要
請
か
ら
生
ま
れ
た
研
究
で
は
あ
る
が 、
近
代
化
と
は
何
ぞ
や
に
つ
い
て 、
国

語
史
の
立
場
か
ら
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る 。
明
治
百
年
と
国
語
近
代

化
の
問
題
は
本
年
に
持
ち
ζ
さ
れ
て
い
る 。

〔
あ
と
が
き〕

旬
井
孝
氏
「
ハ
ワ
か
ら
ハ
ハ
へ
」
(
言
語
文
化 、

必
・

日
)

は
、

音
韻
史
に
お
け
る
回
目加
を
論
じ
た

長
編
で

あ
る
が
、

紙
幅
も
尽
き
た
の

で
、

後
日
紹
介
い
た
し
た
い
。

都
立
南
多
同時
高
校
教
諭

30 


